
＜寄稿＞ 

東日本大震災を振り返って－地再社の活動と得られた教訓－ 

日本地震再保険株式会社常務取締役 馬場 忠 
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海固有の危険の概念と固有の瑕疵の概念との関係 
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東京大学大学院法学政治学研究科准教授 後藤 元 

無保険車傷害保険契約に基づく保険金の額の算定方法と遅延損害金の利率 

神戸大学大学院法学研究科准教授 榊 素寛 
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